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●はじめに　
政治的分析の手法には、やや不
十分な言い方かもしれないが、客観的アプローチと主観的アプローチの二種類の対照的な手法が存在する。政治の動きを解明しようとする場合は、いわゆる客観 事象、すなわち各種統計や経済指標、戦略的資産と戦術的資産 バランス、組織や指導者に与えられた機会、国際社会の状況に焦点を当てようとするだろう。要するに、旧来 「政治経済学」に基づいた古典的段階の社会理論のもとで集められるような要素の分析である こうした客観的アプローチ 対極にあるのが、政治 動きを明らかにする際に重要な主 要素、つまり認知や心理に関する要素を前面に置いたアプローチである。 後者の観点では、客観的な事象そのものは政 的プロセスに直接影響を与えるわけでは
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人間に政治的意志を押しつけるために、理解できないほど残忍な方法で、断固とした専制的行動を取る様子もつぶさに目撃してきた。　
政府側のこうした残忍な行動に
対する反応として（三日間で何百人もの逮捕者、何十 もの死者が出た） 、抗議運動の側は過去三〇年間において最も決定的 歴史的な決断を下した。それはまた新たな政治的、歴史的現実をもたらすことにもなった。私はイラン国内で多くの人々から直接話を聴いたが、大統領選の「結果」が発表されてから数日間は誰もが混乱 ており、この国で起こっていることを明らかにうまく言葉で表現できない状況だった。その後間もなく、生起しつつある事態に対する適確な呼称が見つか すなわち「クーデター」である。この呼称はたちまち人から人へと伝わり、ブログにも登場するようになり、やがて広く知られるようになって、私たちが直面している世界がよりはっきりと認識され始めた。一般にある言葉がいつも物事を明確にするとは限らないが、言葉がなければ必ず混乱を招くこと 事実である。　
この呼称は最初、四人の大統領候
補の一人であり、イスラーム共和国の熱心な支持者で元国会議長のメ
フディー・キャッルービーが、選挙の数日後に公の場で行った「イランで現実に軍事的クーデターが起こっている」という発言において登場した。もし同氏がこのような発言をせず、また同じく大統領選候補で六月一二日の選挙で次点となったが明らかな勝者であったムーサヴィー元首相がこれに同調しなければ、そしてハータミー前大統領とハーシェミー ・ ラフサンジャーニー （イスラーム共和国の第二の重要人物）がこの表現こそが今回の歴史的事件の正確な呼び名であると言わんばかりに行動しなければ、私たちが現在いる場所にこうして立っている ともなかっただろう。こ は今日ではあたかも「自然」で必然的なもの ように見え が、もしこの新しい政治的意志の表明がなければ、 のようなことは起こる必然性 く、むろ全く起こらな った可能性すらある。これまで欠如していた あるいは無理やり押し込められ 政治的意志が突如として表出したこの事件 、イスラーム共和国の三〇年間の歴史における最も重大な過去との決別を告げるものだ。　
この三重の規定―現実の、軍部
による、クーデター―は現実に対して 「枠組みを与える手段」 として、今やその内部においてイランの政
治的行動が見られるため、さらに重要な意味を持っている。 「緑の運動」はこの呼び名とともに生まれ、この新しい政治的意志を明示する方法として一般に受け取られる。すべての研究者、活動家、政治家をはじめ、イスラーム共和国で活動しよう する者は誰でも、この標語を重く受け止め 必 がある。一世紀前の社会学者も「現実あると定義された状況は、その結果として現実となる」 と述べている。●革命防衛隊 対話の放棄　
私たちは、なぜクーデターとい
う呼称が大きな意味を持ち、クーデターの実行者が今もっ 説得力のある反証的な説明をなし得ないのかという理由を簡潔に説明す必要がある。 二〇〇九年六月一二日、これまで長年にわたって政治勢力のバランスを保ってきたイスラーム共和国は岐路に立った 民主主義に向けて急激に舵を切るべきか、独裁的中央集権を断固として強化するべきかの選択を迫られたのである。いずれにしても、イスラーム共和国はこれまで三〇年間続いた状況をこのまま維持することは出来なかった。より高次の国家的コントロールが可能な唯一の存在は、革命防衛隊が具現化した軍事と経済
の複合体であった。現在のイランにおいて最も基本的な政治経済的事実は、イスラーム共和国で三〇年以上もの間最も強力 最も組織化された勢力として存在してきた革命防衛隊が、今やイランの経済構造と政治機構の国家的コントロールの担い手として 従来の聖職者層に取って代わっ いるということだ。従って、クーデター 単なる街頭の抗議行動に対する対応や 内的対立の爆発ということではなくイラン政治にとっての歴史的な転換点なのである これはいわば新な経済的、政治的利益の配分のために国家機構 構成要員や機能を再調整しようという試みである。　
このクーデターを適切に計画す
るうえでクーデター実行者が抱えているジレンマは、以上我々が述べてきた構図、すなわちク デターの現実と彼らが提示する状況説明との間にある解決でき い不調和を考えてみただけで明らかだろう。彼らは、現実 はイスラーム共和国からすでに離脱しているが、レトリックのうえ は自らその保護者であると表明している。彼らのクーデターには本質的な部分で矛盾と偽善が刻み込まれている。彼らの発するメッセージ その行動 決して一致することがない。イラン国










に浮上してきた軍事経済政権が、彼らの過激な行動と保守的 レトリックとの間にある矛盾を克服できる説明を準備するうえで、直面する困難を示唆するも である。彼らにとって、新たな希望や明るい未来という美名のもと クーデターを実施したほうが事態ははかに簡単だったかもしれない。 かしイランでは勢力の均衡をめぐる計算が常 働くため、弁論を効果的に使いこなすことは非常に難く、彼らも結局そのための捷径を見いだすことはなかっ 。イランの市民社会は確かに脆弱でまとまりに欠けるかもしれないが、その規模の大きさと恐るべき構造上の複雑さのお陰で、クーデターの実行者たちが、将来の希望や約束について明快に説明をすることが著しく困難になっているの あ 。
　
このためクーデターの実行者ら
は、直裁的な言葉遣いによって脅迫し、侮辱し、また恐怖心を誘発する以外にない。こうした言葉遣いはテレビで放送された大統領選の討論にもはっきり現 てい 。アフマディネジャード候補の言葉は説得ではなく相手を侮辱するためのもので、希望ではなく憎しみと怒りをかき立てた。同氏 四年前 行われた大統領選挙のキャンペーンでは巧みなレトリックを操っていたが、今回は当時とは正反対である。これは選挙前からクーデター 兆候を示していたとされる政治グループのレトリックにも当てはまるだろう。選挙の数日前、革命防衛隊の政治局トップであるヤダオッラー・ジャヴァーニーは、 「ビロード革命」の危機が迫っていると警告し、革命防衛隊とバシージュによってこ らの兆候を小さな芽のうち 容赦なく摘み取るべきであると明言した。アフマディネジャードのイデオロギー的な武器の裏にあるプランは、人々の頭に恐怖心を刷り込むということでしか いようだ。　
これはもちろん純粋な憶測であ
る。しかしここでもまた、選挙を取り巻く出来事―選挙結果 取り扱い、選挙結果についての不服申し立てや抗議運動に対する暴力的
な弾圧、客観性や真実はおろか良識に訴えるすべての説明を放棄した国営メディアの報道―の意味を理解するための最もよい方法は、クーデターの展開する一瞬一瞬の場面としてそれらを捉え クーデター実行者らが言葉や真実、人々 対話の可能性を貶めることこそが唯一の戦略だ 固く心に決めてい ことを理解するこ である。彼らの選挙結果 取り扱い その発表の仕方を考えてみればよい。当初から選挙結果を操作しようという大規模な計画があったために、結果を常識的な方法で発表することは不可能になってしまった。例え僅差での当選という については始めから準備の ようがなかった。何日もの間（そして現在でも） 、選挙監視団は選挙結果のあまりの信憑性のなさに困惑させられたが、これはあたかも体制側が意図的に混乱させたか ようであった。最高指導者が無責任かつ違法な方法によって時期尚早にも勝利者を祝福し ため、意味のある対話の扉は完全 閉ざされてしまった。そして政治的対話を圧力の言葉に完全に置き換える に、選挙翌日の早朝に何百人という人々が逮捕された。こうし 一連の行動は、 悪意あ 攻撃とクーデター
の実行が、まさに真実を明らかにするための対話の可能性を潰すために計画されたとでも考えない限り、説明がつかない。　
このように考えると、見せかけ
の合法性を維持するためだけの、現政権の目に余る偽善的 為についても理解できる。そうでないとすれば、 があらゆ 礼儀規範を侵害し（極めて不適切な言葉濫用） 、イスラーム的規範を冒涜し（男女を問わぬ性的虐待など） 、伝統的な良識の基準（若い男は老いた女性を殴ってはならない）を侵害しまた否定し、武器を持たぬ市民や被拘束者に対する凶悪な暴力行為の責任者を処罰するどころか行為それ自体を否認し、見せしめ裁判や拷問、死刑などを強行していることについて、私 ちはどうすれば説明できるだろうか。アフマディネジャード 投票した人々でさえ、政府の言動を私の知る限り誰一人として支持してはいないが、体制側もそのことをよく分かっているにもかかわらず、かつてスターリン主義者が見せたような 葉の暴力によって政治的意思を表明すること こだわり、歴史、真実、そして最も基本的な公開の場での議論の要求を軽視していることを露呈し、その によって人々の 志
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を砕くことをすら望んでいるのだ。　
しかしこれが彼らの言語上の戦
略であるならば、それはやがて必ず裏目に出るだろう。礼儀規範や政治的対話の重要性をひどく軽視した政権と戦うため、現在驚くべき規模で抵抗のうねりが形成されている。この抵抗は確かにイランの近代史にルーツを持つものであり、一方の圧倒的な発言力 対する他方 不満の蓄積という不均衡のなかで 事態は確実に進行し成長している。新しい政権の言葉の残忍性に反対する「緑 運動」は、六月一二日の事態を「クーデター」と定義づけること ら始め、言葉の礼儀正しさ、非暴力、正当性人間の尊厳と民主主義を希求し着実に前進している。あ 日以降、彼らこそが正当性を獲得してきたことは間違いない。それと対称的に、現政権は明らかに自らの正当性を説得的に説 する能力に欠 、日々その正当性が否定されている。●クーデター政権の行く末　
クーデターの将来についていく
つかの点を述べることで、小論を終わりにしたい。つぎに何が起こるにせよ、クーデターが長期的に成功する可能性は極めて小さい。クーデターへの一般的な抵抗は、
現政権に高い代償を強いている。政府の支持率はかつてなく低く、現状への不満は日を追うごとに増大している。抗議運動も抑圧も多大の政治的なコストがか るものだが、それは経済的にも損失がある。政権は宗教、道徳、国内政治の分野で正当性を失っている。イランの文化もイスラームも、これらの分野において現政権に少しも正当性を与え もので ない。　
現政権が多少なりとも正当性を
獲得できる分野は二つ残されている。経済と外交である。同政権は経済面においては世界の国々の中でもいろいろな意味で中国とロシアに最も近く、現政権 中国 ような爆発的な経済成長を起こすことを夢見ている。実際に革命防衛隊の経済面での究極の目標は中国である。よく知られているように、中国は天安門事件の大虐殺で共産党の正当性を大き 傷つけられたが、国民に奇跡的な経済成長をもたらすことによって埋め合わせをしてきた。すで 共産党や人民解放軍と相似している革命防衛隊は、彼らと同じ成果を上げたい考えだ。これが彼らの野望なの あり、 クーデター政権の継続に邁進 る勇気を与えている。現テヘラン市長のモハンマド＝バーゲル・ガーリー
バーフ氏は明らかに、権力獲得の手段としてこうした交換（政治的降伏と引き替えに奇跡的な経済成長を達成すること）を重要視する人物の一人だ。同氏は革命防衛隊の出身であり、有力な大統領候補者だった。だが彼らが中国式の経済的成長を達成する能力について、私は大きな疑いを抱いてい 。　
経済的な充実と政治的正当性と
を交換しない限り、クーデター実行者が永続的な政治的安定性 獲得できる現実 チャンスはない。そうすると彼らに残される は外交分野だけになる。 かしこれは彼らにとって、結局のところ一時的な成果として世論 紛らわすだけの効果しかもたらさ いだろう。いずれにしても彼らは外交分野において、行き詰まっている核問題をイラン国民の愛国心を満足させる方法で解決するなど、具体的な勝利を挙げる必要がある。彼らは弱みや卑屈な態度を見せる訳にはいかない。彼らは国民の精神的な励みとなるような現実の、しかも明確な勝利を必要としている。イラン人の多くはもち論それを望んでおり、新たな軍事政権、革命防衛隊および民兵組織バシージュの中心的な支持者らは特にそれを切望している。しかし、外交上の危
険な賭けの結果がどのように出ようとも、その影響は一時的なものでしかないだろう。奇跡的な経済の成長だけが 彼らに永続的な正当性の利益をもたらすであろう。●結論　
どのような運動においても、シ
ンボル、組織、戦略をはじめとする多くの要素を揃えることが必須であるが、大衆運動では特に話法上の主導権を取ることが極めて重要である。話法の主導権が反対派の手に握られ続けているかぎり現在のイラン政権は効果的な統治をすることができない。 同政権は、野蛮な残虐性あるいは狂気にも似た一種の恐怖政治を発動して市中を何とか静かにさせているかもしれないが、枠組みや話法の点においてひとつも勝利 収めていない。他方、 「緑の運動」の側の話法はかつ なく信頼性を高 おり、イラン国民のより広範な層に訴えかけている。二〇〇九年の大統領選挙 ら一年以上が経過し、イランの「緑の運動」はその将来に向けて最も重要な分野での成果を誇るべき十分な理由があ
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